
紅玉の収穫及び出荷目揃い会資料 
令和６年９月 

JA グリーン長野営農販売部 

 

１．生育状況 

本年の生育状況は、昨年並みから 2 日程度遅い状況。 

熟期がかなりバラついており、樹の樹勢によっても熟期にバラつきがみられる。また、７月の高

温により日焼け果が多く散見されている。病害虫では、園によって吸害とシナノリップ等にシンク

イムシの被害が散見される。 

 

２．収穫適期の判断、目安 

早採り果は酸味が強すぎ、逆に遅れるとジョナサンスポットや茶星などの生理障害が発生しやす

いので注意する。（カルシウム不足・着果不足） 

１．適熟品の品質基準 

１）糖度：１３～１４度以上  

２）食味：とにかく食べてみて、これならというものを収穫・出荷する。 

     （食べられる・・と美味しいは違うので注意する） 

２．収穫目安 

 １）満開後１４０～１５５日以降。平坦地で９月１６～２１日頃から目安。 

３．注意点 

 １）収穫したときに果実が軽く感じられるものは内部褐変果の心配があるので注意する。 

 ２）日当たりの良すぎる所は内部褐変しやすい。１番採りで注意。 

３）玉肥大が良い場合は軟化しやすいので注意し、適期収穫をはかる。 

 

３.荷受 

◆各センター・共選所の計画通りとする。 

 

４.出荷基準 

１）普通（生果）出荷 ⇒ １５５ｇ(５６玉)以上を出荷する。 

２）オープン箱出荷 ⇒ 別紙参照。 

３）加工関係 ⇒ 各流通センター・共選所による 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②規格外 過熟・未熟・病害虫(シンクイ・ヤガ・炭そ病等)  

その他(農薬の汚れ等)・ジョナサンスポット 


